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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 6 年 1 0 月 2 8 日 ( 2 0 2 4 . 1 0 . 2 8 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ２ ５ ℃ 、 周 波 数 １ Ｈ ｚ の 条 件 で 測 定 さ れ る 動 的 粘 弾 性 に お い て 、
　 力 学 的 損 失 正 接 の 値 が １ と な る と き の 歪 み 率 が 、 ０ ． ２ ９ 以 上 ０ ． ５ ９ 以 下 で あ る 、 ド  
ー ナ ツ 生 地 。
【 請 求 項 ２ 】
　 ド ー ナ ツ 生 地 １ ０ ０ 質 量 部 中 に 、 α 化 澱 粉 を ２ ． ２ 質 量 部 以 上 ４ ． ４ 質 量 部 以 下 含 む 、  
請 求 項 １ 記 載 の ド ー ナ ツ 生 地 。
【 請 求 項 ３ 】
　 膨 張 剤 を 含 有 す る 、 請 求 項 １ 記 載 の ド ー ナ ツ 生 地 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ ～ ３ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の ド ー ナ ツ 生 地 を 油 調 し て な る ド ー ナ ツ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ ～ ３ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の ド ー ナ ツ 生 地 を 油 調 す る 、 ド ー ナ ツ の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 α 化 澱 粉 を ２ ． ２ 質 量 ％ 以 上 ４ ． ４ 質 量 ％ 以 下 含 む 澱 粉 含 有 生 地 を 、 回 転 数 ２ ５ ０ ｒ ｐ  
ｍ 以 上 ４ ５ ０ ｒ ｐ ｍ 以 下 で ６ ０ 秒 以 上 ３ ０ ０ 秒 以 下 撹 拌 す る 工 程 を 有 す る 、 請 求 項 １ に 記  
載 の ド ー ナ ツ 生 地 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 澱 粉 含 有 生 地 を 回 転 数 ２ ５ ０ ｒ ｐ ｍ 以 上 ４ ５ ０ ｒ ｐ ｍ 以 下 で 撹 拌 す る 前 に 、 回 転 数  
５ ０ ｒ ｐ ｍ 以 上 １ ５ ０ ｒ ｐ ｍ 以 下 で ６ ０ 秒 以 上 ２ ４ ０ 秒 以 下 撹 拌 す る 、 請 求 項 ６ に 記 載 の  
ド ー ナ ツ 生 地 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 α 化 澱 粉 を 含 む 穀 粉 類 を 有 す る ミ ッ ク ス 粉 で あ っ て 、
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　 水 性 液 を 添 加 し て 撹 拌 混 合 さ れ て 、
　 ２ ５ ℃ 、 周 波 数 １ Ｈ ｚ の 条 件 で 測 定 さ れ る 動 的 粘 弾 性 に お い て 、 力 学 的 損 失 正 接 の 値 が  
１ と な る と き の 歪 み 率 が 、 ０ ． ２ ９ 以 上 ０ ． ５ ９ 以 下 で あ る ド ー ナ ツ 生 地 を 製 造 す る た め  
に 用 い ら れ る ミ ッ ク ス 粉 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 下 、 本 発 明 を そ の 好 適 な 実 施 態 様 に 基 づ き 説 明 す る 。
　 本 発 明 の ド ー ナ ツ 生 地 は 、 ２ ５ ℃ 、 周 波 数 １ Ｈ ｚ の 条 件 で 測 定 さ れ る 動 的 粘 弾 性 に お い  
て 、 力 学 的 損 失 正 接 の 値 が １ と な る と き の 歪 み 率 が 、 ０ ． ２ ９ 以 上 ０ ． ５ ９ 以 下 で あ る 。  
こ の 範 囲 と な る こ と で 、 ド ー ナ ツ 生 地 か ら 得 ら れ る ド ー ナ ツ は 、 フ ラ イ 後 の ボ リ ュ ー ム 感  
及 び フ ラ イ 後 の 形 状 安 定 性 を 両 立 し 得 る 。 こ こ で 力 学 的 損 失 正 接 （ ｔ ａ ｎ δ ） は 、 ド ー ナ  
ツ 生 地 の 粘 弾 性 を 示 す 指 標 で 貯 蔵 弾 性 率 （ Ｇ ´ ） と 損 失 弾 性 率 （ Ｇ " ） の 比 Ｇ " ／ Ｇ ´ ＝ ｔ  
ａ ｎ δ で 定 義 さ れ る 。
　 歪 み 率 は 、 動 的 粘 弾 性 測 定 ・ 解 析 装 置 を 用 い て 、 歪 み 掃 引 試 験 に よ り 測 定 す る こ と が で  
き る 。 動 的 粘 弾 性 測 定 ・ 解 析 装 置 と し て は 例 え ば ア ン ト ン パ ー ル 社 製 「 Ｍ Ｃ ３ ０ ２ 」 ） が  
挙 げ ら れ る 。 例 え ば 、 以 下 の よ う に 測 定 で き る 。
　 生 地 を 、 パ ラ レ ル プ レ ー ト （ 下 部 円 板 の 直 径 ５ ７ ｍ ｍ 、 上 部 円 板 の 直 径 ２ ５ ｍ ｍ ） の 間  
に 上 部 円 板 と 下 部 円 板 と の 間 隙 が １ ｍ ｍ と な る よ う に 挟 み こ ん だ 状 態 で 、 動 的 粘 弾 性 測 定  
・ 解 析 装 置 に セ ッ ト す る 。 こ こ で 、 生 地 は 過 剰 量 の 生 地 を ス テ ー ジ に 載 せ た 後 、 治 具 で 上  
記 の よ う に 挟 み 、 は み 出 た 過 剰 分 を ヘ ラ で 除 い て 分 析 を 行 う 。
　 温 調 機 で ２ ５ ℃ に 調 温 し な が ら 、 ず り 力 （ 歪 み ） を ０ ． ０ １ ％ か ら １ ０ ０ ０ ％ ま で 一 定  
速 度 （ ２ ． ４ 分 で １ ０ 倍 ） で 強 め た と き の 応 力 値 を 、 連 続 的 に 測 定 す る こ と に よ り 、 応 力  
－ 時 間 曲 線 、 具 体 的 に は 損 失 弾 性 率 （ Ｇ " ） － 時 間 曲 線 及 び 貯 蔵 弾 性 率 （ Ｇ ´ ） － 時 間 曲  
線 を 得 る （ 歪 み 掃 引 試 験 ） 。 得 ら れ た 応 力 － 時 間 曲 線 か ら 得 ら れ る 力 学 的 損 失 正 接 （ ｔ ａ  
ｎ δ ） － 歪 み 率 の 曲 線 に お い て 、 力 学 的 損 失 正 接 （ ｔ ａ ｎ δ ） が １ に お け る 歪 み 率 を 求 め  
る 。
　 本 発 明 の ド ー ナ ツ 生 地 に お い て 、 力 学 的 損 失 正 接 の 値 が １ と な る と き の 歪 み 率 が 、 ０ ．  
２ ９ 以 上 で あ る こ と で 、 得 ら れ る ド ー ナ ツ が 経 時 的 な 形 状 の つ ぶ れ を 抑 制 で き 、 形 状 安 定  
性 が 優 れ た も の と な る 。 ま た 力 学 的 損 失 正 接 の 値 が １ と な る と き の 歪 み 率 が 、 ０ ． ５ ９ 以  
下 で あ る こ と で 、 得 ら れ る ド ー ナ ツ の ボ リ ュ ー ム 感 が 向 上 す る 。 ま た 歪 み 率 が ０ ． ２ ９ 以  
上 ０ ． ５ ９ 以 下 で あ る ド ー ナ ツ 生 地 は 油 調 後 の も ち も ち し た 食 感 に も 優 れ る 。 本 発 明 で 用  
い る 力 学 的 損 失 正 接 の 値 が １ と な る と き の 歪 み 率 に よ れ ば 、 流 動 性 が 低 い こ と に 起 因 し て  
Ｂ 型 粘 度 計 で は 数 値 化 が 難 し い 生 地 で あ っ て も 、 再 現 性 良 く 正 確 な 粘 度 測 定 を 行 う こ と が  
で き る 。 な お 、 本 発 明 に お い て 、 ド ー ナ ツ 生 地 の 歪 み 率 は 、 フ ラ イ 前 ２ ０ 分 以 内 に 測 定 す  
る こ と が 好 ま し く 、 フ ラ イ 前 １ ０ 分 以 内 に 測 定 す る こ と が よ り 好 ま し い 。
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